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《２０１３年９月例会報告》 

 

【日 時】2013年9月24日（火）19：00～21：10（その後「ルン」～24：00ごろ） 

【会 場】筑波大学附属高校3F会議室（東京都文京区大塚1-9-1） 

【テーマ】オリンピック教育の行方 

－第9回 国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムで感じたこと 

【演 者】中塚義実（筑波大学附属高校） 

【参加者（会員）11名】安藤裕一（筑波大ハンドボール部OB）、牛木素吉郎（ビバ！サッカー研究会）、落合博（毎

日新聞社）、小池靖（浦和文蔵サッカースポーツ少年団）、嶋崎雅規（帝京中学・高等学校）、白髭隆幸（国際オ

リンピックアカデミー参加者）、竹内傑（早稲田中高等学校）、名方幸彦（文京教育トラスト）、中塚義実（筑波

大学附属高校）、中村敬）（みどりサッカークラブ）、森政憲（筑波大学大学院コーチング学専攻博士課程）、 

【参加者（未会員）4 名】大林太朗（筑波大学大学院／CORE スタッフ）、★志村鉄平（早稲田中高等

学校）、田原淳子（国士舘大学）、★妻木貴雄（筑波大学附属高校副校長） 

注１）★は初参加のため参加費無料 

注２）参加者は所属や肩書を離れた個人の責任でこの会に参加しています。括弧内の肩書きはあくまで

もコミュニケーションを促進するため便宜的に書き記したものであり、参加者の立場を規定するもの

ではありません。 

【報告書作成者】中塚義実 
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オリンピック教育の行方 

第９回 国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムで感じたこと 

 

中塚義実（筑波大学附属高校／サロン 2002理事長） 
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自己紹介－オリンピックとのからみを交えながら 

中塚義実（筑波大学附属高校） 

 この学校で保健体育の教員をやっています。いろんな形でオリンピックにはからんでいきたいと思っています。

2020年の東京オリンピックへ向けて思うところはいろいろありますが、その前に、我々は2002年にFIFAワール

ドカップを経験しているのだということ、そして 2019 年にラグビーのワールドカップがあるのだということも

あわせてクローズアップしていきたいと思います。 

 

落合博（毎日新聞社） 

 久しぶりの参加です。オリンピックに出たことはありません（笑）。 

2020年までの7年間で、どれだけオリンピック教育を日本の中に浸透させることができるかどうかが、オリンピ

ックを成功に導くことに関わるのではないかと個人的には考えています。 

 

牛木素吉郎（ビバ！サッカー研究会） 

読売新聞に長く務め、新聞社に入ったときはメルボルンオリンピック、間もなく 1964 年の東京オリンピックが

あり、オリンピックはほとんど毎回なんらかの形で取材しています。例えば日本が参加しなかったモスクワ大会

は、一番いい大会でした。日本がいないから気が楽でした。オリンピックやワールドカップを取材して、オリン

ピックとは非常によくない大会だという批判的な意見を持っています。今回東京に決まったのが非常に残念。こ

のため日本のスポーツは10年遅れるんではないかと思っています。 

 

竹内傑（早稲田中高等学校） 

 オリンピックは見に行ったこともありませんけど、保健体育の授業や生徒に質問されたときなどに、オリンピッ

クについて答えられるようになりたいと思っています。 

 

志村鉄平（早稲田中高等学校） 

 授業などでオリンピック教育をすることもあるので勉強しに来ました。 

 

森政憲（筑波大学大学院コーチング学専攻博士課程） 

 早稲田高校の講師として体育を教えています。 

 

嶋崎雅規（帝京中学・高等学校） 

 学校がナショナルトレセンのそばにあり、ナショナルトレセンで生活しているレスリング、フェンシング、卓球、

体操の4種目のエリートアカデミーの生徒を学校で預かっています。卓球の谷岡は、卒業しましたがユース五輪

に参加し、いま笹田なつみという体操の選手が世界選手権に行っています。そういうこともあり、スポーツクラ

スでは、総合的な学習の時間でオリンピック教育を1年次に1時間はやっています。 

 

白髭隆幸（国際オリンピックアカデミー参加者） 

 フリーランスのライター。講談社で出している高校サッカー年鑑の仕事で中塚氏と一緒になり、2年前から会員。 

1988年のカルガリー・オリンピックに行き、その年の6月に西ドイツで開かれたヨーロッパ選手権を観戦、その

とき、ミュンヘンで開かれた国際オリンピック・アカデミーのセミナーに参加しました。 

今後7年間でどういうことをしなくてはならないか。日本人のほとんどは、オリンピックというとオリンピック・

ゲームズだと思っています。それをどうやってオリンピック・ムーブメントにつなげていくかが、日本にとって

の課題だと思います。 
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名方幸彦（文京教育トラスト） 

NPO法人で最初は少年サッカーをやっていましたが、この4月から文京ラグビースクールを立ち上げ、活動して

います。先週の日曜日もここのグラウンドを使わせてもらって、小学生30名ほどでラグビーを楽しみました。 

私が中 1 のとき 1964 年でした。当時はすべて全員、学校は動員されました。ほとんど誰も行かないようなとこ

ろにも動員され、私は後楽園でボクシングをみました。白人の人が（血に染まって）真っ赤になる。ボクシング

ってすごいスポーツだなというのを覚えています。それから日本がぶわ～っと高度成長したので、オリンピック

というと燃え上がっちゃう。中高年にとってはそういう印象です。 

 

中村敬（みどりサッカークラブ） 

先週の火曜日も、日程を間違えてお邪魔しました。何年かぶりの参加です。墨田区でサッカークラブに関わって

います。以前は知的障碍者、スペシャルオリンピックのサッカー指導にも関わっていました。オリンピックの精

神的なものをもう一度勉強しに来ました。 

 

大林太朗（筑波大学大学院／CORE スタッフ 

専門はスポーツの歴史。特に関東大震災後の東京市におけるスポーツの役割について研究しています。また

COREの事務局スタッフとしてお手伝いし、昨年は IOAのセミナーにも参加しました。今後も携わっていきたい 

 

田原淳子（国士舘大学） 

クーベルタンユースフォーラムに同行しました。今回4 回目の参加ですが、毎回思うのは、1 週間で生徒がもの

すごく成長すること、そして高校生ってこんなにすごいんだ、能力があるんだということを実感しています。海

外のこのような活動のよいところを、少しでも日本に取り入れていきたいと思います。 

 

妻木貴雄（筑波大学附属高校副校長） 

本校の副校長です。2 年前、北京で行われたユースフォーラムのときは、中高合同研究会や校内研究

会で内容をお聞きしたけど、今回はまだ中塚さんからの正式な報告を聞いていないので、臨時参加だ

がお邪魔させていただきました。 

私の専門は化学。サイエンス系のオリンピックで、日本は数学以外、長らく参加しなかった一番の

問題は、行ったら日本でも開催しないといけないということです。サイエンス系のオリンピックのお

金は膨大。一学会では賄いきれない。化学会のように工業団体とつるんでいるところは多少工業界か

らお金が出るが。生物学会や物理学会はそうもいかない。化学会は割と早くからオブザーバー参加し

ていたが、正式参加に踏み切らなかったのは、お金の目処が立たないということ。最近やっと参加に

踏み切ったのは、文科省の法人で JST（独立行政法人科学技術振興機構）という団体が援助する形で

日本大会ができそうだからということ。クーベルタンユースフォーラムも、ずっと行っているだけで

いいのかというのもあるだろうが…。そうは言ってもやるとなったらえらいことなので…。そういう

あたりもいずれは議論になるのかなあという気がします。 

 

中塚 そのあたりは後半戦の議論の中で触れましょう。 
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はじめに－スポーツ文化研究会「サロン2002」の2011以降のあゆみ 

 2年に一度開かれるユースフォーラム。第8回の北京大会については、2011年9月の月例会（第180回）で取り

上げた。今回もちょうど9月の月例会ということで、丸2年が経過している。 

この間の月例会では、あるときはラグビーを取り上げ、またあるときは北朝鮮やタイやブラジルなどのツアーも

のと、例によって多彩なテーマを取り上げている。2012 年度は「U-18 フットサル」メインテーマとし、月例会だ

けでなく公開シンポジウムでも取り上げた。つい先日、日本サッカー協会の理事会で、U-18の全国大会が JFA主催

事業として始まるという告知があったが、この動きにサロンも大きく関わってきたということになる。 

今年度のメインテーマは「サロン 2002 の法人化」である。これまでずっと任意団体として、ゆるやかなネット

ワークの良さを生かしながら活動していたのだが、そろそろ次の段階に進もう、事業主体になっていこうというこ

とで、法人化プロジェクトを立ち上げ検討している。8 月の月例会で一度取り上げ、10 月 27 日も第 2 弾として月

例会で取り上げる。 

今日の話の後半戦とも多少関わることかもしれないので、サロン 2002 が法人化へ向けて動き出しているという

ことを最初に報告し、中身に入っていきたい。 

 

 

Ⅰ．第9回大会へ向けての準備過程 

１．参加者の募集と選考 
本校が第9回大会に招待されることが正式にわかったのは、2012年の春～夏前のことであった。 

生徒への告知は10月4日（木）、前期末の全校集会の場で行った。前回参加した生徒が3年生に在籍していたので、

生徒目線での補足もしてもらった。ホームルームで配布したプリントは次ページの通り。 

興味ある者は10月22日（月）までに申し出るよう伝え、5名の生徒から申し出があった。第1次エントリーシート、

第2次エントリーシート、面談を実施し、国際交流委員会と保健体育科で2名を選考した。 

11月14日（水）付で選考結果を通知、派遣生徒は以下のとおり。 

皆川宥子（3年2組・剣道部）、加納時定（2年5組・剣道） 

引率は、CORE運営委員の中塚義実（保健体育科・蹴球部顧問・3年6組担任） 

  注）渡航費は筑波大学が、滞在費は国際ピエール・ド・クーベルタン委員会が負担 

 

２．事前学習 
 募集と選考が終わったところで、当事者としての2名の生徒だけでなく、学校内でのオリンピック教育を、細々

であるが進めていった。 

 

◆12月1日（土）～2日（日）の「オリンピック教育国際セミナー」（於茗溪会館＆筑波大学東京キャンパス）…JOA

とCOREの共催事業。ギリシャから女性の先生が来日し、グループ討議の形式でのオリンピック教育の授業を実

施し、4名の生徒が本校から参加した。 

◆12月末～3月 …放課後に、希望する生徒対象の勉強会（2～4名） 

 スポーツの歴史などの勉強会 

◆4月～7月 …毎週木曜日の放課後に勉強会。年度が変わり、ユースフォーラム参加の2名のみの勉強会となった。 

◆5月3日（金）午後 … 秩父宮記念スポーツ資料館（国立競技場内）＆聖徳記念絵画館（明治神宮外苑）見学。

フォーラム参加の2名を連れて行った。 

◆6月21日（金）放課後：オリンピック教育講演会① 真田久先生（筑波大学体育専門学群長／CORE事務局長） 

「オリンピックと日本のスポーツ－東京高等師範学校（含附属学校）と嘉納治五郎を中心に」 
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◆7月5日（金）放課後：オリンピック教育講演会② 田原淳子先生（国士舘大学体育学部教授／国際ピエール・ド・

クーベルタン委員会理事） 

「近代オリンピックの誕生とオリンピック教育の動向－ピエール・ド・クーベルタンの思想と功績を中心に」 

◆7月13日（土）13：30～16：30 於国連大学 ウ・タント国際会議場 

 国際シンポジウム「オリンピズムの進化と深化」 

 2名の生徒を連れて行った。 

 

３．移動と宿泊の手配 
 近畿日本ツーリストに、往復の飛行機と、オスロでの宿泊の手配をお願いした。 

 

１）往復の飛行機と到着日の動き方 

 スカンジナビア航空便で移動。 

・往路（※8月9日）成田11:40発⇒コペンハーゲン16:05着/ 

同日（※8月9日）17:45発⇒オスロ18:55着【14時間15分】 

・復路（8月18日）オスロ13:45発⇒コペンハーゲン14:55着/ 

同日（8月18日）15:45発⇒成田 翌日（8月19日）9:35着【12時間50分】 

 

２）オスロでの宿泊（8月9日） BEST WESTERN BONDEHEIMEN 

 市の中心、カール・ヨハンス通りから150ｍほどに位置する。観光にも移動にも便利なロケーション。内装は北

欧らしい温かみのある印象のファーストカテゴリー3★ホテル。http://www.bondeheimen.no  

 1シングル 15,500円グロス (SVC, TAX, アメリカンタイプの朝食を含む） 

 

３）オスロ → リレハンメル（8月10日） 

8月10日は朝からオスロ観光を楽しんでから、鉄道でリレハンメルへ移動する。 

ここから田原淳子先生（国士舘大学／国際ﾋﾟｴｰﾙ・ﾄﾞ・ｸｰﾍﾞﾙﾀﾝ委員会理事）と合流予定。 

    Oslo14:59 →16:46 Lillehammer. 

注）上記鉄道を近ツリから紹介されていたが、実際にはこの時刻の列車はなく、 

Oslo15：34 →17：48 Lillehammer. で行くことになった  

 

 私は8月4日（日）～9日（金）まで、茨城県神栖市波崎で蹴球部3部門（サッカー部、フットサル部、女子蹴球部）

の合宿だった。8日午後の練習試合の途中で合宿地を離れ、都内の自宅に戻り、9日の朝に出発するというスケジュ

ール。サッカー部の高校選手権予選が、合宿から戻って14日、16日、18日、20日と予定されており、ユースフォー

ラムと日程が丸かぶりであった。2年前は顧問不在ののびのびできたからか、22年ぶりの都大会出場を決めてくれ

たが、今回も「20日の決勝戦には俺も戻ってくるからな。がんばれよ」と言っていたが…。生徒たちは18日の試合

で負けてしまい、20日の試合はなくなってしまった。 

帰りのオスロからの飛行機が遅れ、コペンハーゲンから成田へ乗り継ぐことができなかった。コペンハーゲン空

港では、ミュンヘン、パリ、フランクフルト、アムステルダムと、その日のうちに飛べる飛行機に空きがないかい

ろいろ探してもらったが、8月下旬の日曜日ということもあってか全便満席で、翌日の同時刻の便で帰るしかない。

スカンジナビア航空がホテル代と往復の交通費を負担してくれて、もう1泊、北欧の旅を楽しむことになった。 

私は「ラッキー」ととっさに思ったが、生徒たちははじめ戸惑い、あとで喜びに浸っていました。 

 

 

 

http://www.bondeheimen.no/
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全校生徒各位                                  2012.10.4.

リレハンメルで、世界の高校生と、オリンピックについて語りませんか？

－第 9 回 国際ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｸｰﾍﾞﾙﾀﾝ･ﾕｰｽﾌｫｰﾗﾑへのｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加者（2 名）募集について－ 

 

筑波大学オリンピック教育プラットフォーム（CORE） 

筑波大学附属高校 国際交流委員会／保健体育科 

 

今年はオリンピックイヤーでした。メディアからは連日、日本人のメダル争いを中心に、競技会の

様子や開催都市の姿が伝えられました。大会後はメダリストが大勢テレビに出演していましたね。 

オリンピックが「4 年に一度開かれる、スポーツの国際的競技会」ということは誰もが知っている

ことでしょう。しかし残念ながら、オリンピックの本当のねらいである「オリンピズム」について、

あまり語られることはありません。それは、体と心と知性の調和的発達を目指した人間の育成と、国

際理解・国際平和の推進が核となる人生哲学であり、近年は「卓越（Excellence）」「友情（Friendship）」

「尊重（Respect）」という言葉でその価値が表現されています。4 年に一度の競技会は、これらの理

念を広め、実現させていくための一つの方法なのです。 

こうした理念のもと、世界中から高校生（約 100 名強）が集まり、座学や身体活動を通して学び、

交流を深め、次代の人材を育てる目的で、2 年に一度「国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフ

ォーラム」が開かれています。2011 年 8 月に北京で開かれた第 8 回大会に、本校ははじめて招待され、

2 名の生徒が参加し、高い評価を受けました。 

第 9 回はノルウェーのリレハンメルでの開催です。再び招待された本校から、2 名の生徒を派遣し

ます。趣旨に賛同し、前向きにとらえ、意欲的に取り組もうとする人の応募をお待ちしています。 

 

記 

 

【期 日】2013年8月11日（日）～18日（日）    ※現地での滞在期間です 

【会場・主催校】Norway Gausdal vidergaende skole - Pierre de Coubertin 

【参加者】筑波大学附属高校生2名（学年・性別問わず）、引率教諭1名 

【経 費】無料 

※現地での滞在費は「国際ピエール・ド・クーベルタン委員会」が負担。渡航費は筑波大学が負担

【応募資格】 

１）この活動の趣旨に興味を持ち、意欲的に取り組める者 

２）英語での簡単なコミュニケーションが可能な者

３）若干の運動プログラムに参加できる者（短距離走や走り幅跳びなどがあります） 

【応募方法】 

興味ある者は 10 月 22 日（月）までに、本件担当の中塚義実（保体科）まで申し出てください。 

応募多数の場合は、国際交流員会と保健体育科が中心になって選考に当たります。 

【補足】 

・同フォーラムの内容等は裏面の報告を参考にしてください。もっと詳しいことを知りたい人は、中

塚まで尋ねてください。「オリンピズム」については、（財）日本オリンピック委員会（JOC）の

ホームページ<http://www.joc.or.jp/index.html>にわかりやすく書かれています。 

・筑波大学とオリンピック教育の関わりについては、2010 年 12 月に発足した「オリンピック教育プ

ラットフォーム（CORE）」のホームページ<http://core.taiiku.tsukuba.ac.jp/>をご覧ください。 

 



Ⅱ．第9回大会の概要 

 

１．国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムのねらいとあゆみ 
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．第９回大会の概要 

今 会の概要は右のスライドのとお

り

ンメルのオリンピック会場

際ピエール・ド・クーベルタン・

ユースフォーラムのねらいとあゆみ

は、右のスライドにあるとおり。 

 2007年のターボルで開かれた大会

に田原さんが参加され、日本に紹介

された。 

 

田原：私は20年以上前から国際ピエ

ル・ド・クーベルタン委員会

CIPC）の委員になっていましたが、

06 年～2007 年ごろに理事になり

した。それまではヨーロッパ中心

やっていたけど、いろんな大陸か

も参加してもらって広げていきた

ということでした。理事になって

じめて、高校生対象のユースフォ

ラムがあることを知り、2007年に参加し、これは日本からも何とかして参加してほしいと思い、日本オリンピッ

・アカデミー（JOA）の機関紙に原稿を載せ、いろんな形で広報するように努めました。ちょうど2016年の招致

動を東京が行っており、東京都ではオリンピック教育読本も作っていました。そこで東京都の教育長に打診した

ころ、都立国際高校をご紹介いただき、オブザーバーとして 2 名の生徒と引率教師 1 名が参加したのが 2009 年

ことでした。しかし国際高校でオリンピック教育を継続的に進めていくのはどうも難しい。国際交流ならよいの

が、という話の中で、筑波大学が大学と附属学校で連携してオリンピック教育への取り組みを開始したことを聞

、筑波大学に依頼しました。 

２

 

大

。 

 リレハ

と、隣町のガウスダールにあるクー

ベルタンスクールが主会場だった。 

 17 か国から 19 校が参加した。生

徒は、クーベルタンスクールから 7

名、オブザーバースクールから 2 名

ということだが、国によっては 8 名

のところもあれば 5 名のところもあ

り、参加生徒は全部で約 100 名ほど

であった。ガウスダールの主催校か

ら約 30 名がボランティアとして関
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．参加国・参加校 

【参加国・参加校】 
＜クーベルタンスクール＞ 

 Australian Coubertin Award 

nasium,Radstadt 

 

bor 

erlin 

ck/England 

bertin 

tersburg 

オブザーバースクール＞ 

わってくれた。前回、前々回の参加者もおり、細部にわたって気配りの行き届いた運営だった。 

 

３

• Australia Winners of the

• Austria Pierre de Coubertin Bundes-Oberstufenrealgym

• Austria Don Bosco-Gymnasium, Unterwaltersdorf 

• China Beijing High School Four Pierre de Coubertin

• Czech Republic Gymnázium Pierra de Coubertina, Tá

• Estonia Ülenurme Gümnaasium, Ülenurme 

• Germany Pierre de Coubertin-Gymnasium, B

• Germany Pierre de Coubertin-Gymnasium, Erfurt 

• Great Britain William Brookes School, Much Wenlo

• Greece 1st  Gen. Lyzeum Pierre de Coubertin, Pallini (Athens) 

• Italy Liceo Statale “Giuliano della Rovere”, Savona 

• Norway Gausdal videregaende skole - Pierre de Cou

• Russia  Middle School No.211 Pierre de Coubertin, Sankt-Pe

• Slovakia Gymnásium Pierra de Coubertina, Piestany 

 

＜

• Cyprus Pierre de Coubertin-Pancyprian Gymnasium, Nicosia 

kyo • Japan University of Tsukuba Senior High School at Otsuka, To

• Kenya Kipkeino School, Eldoret 

• Malaysia Senior Methodist Girls School Kuala Lumpur 

nised by the Mauritius Pierre de Coubertin Committee 

名簿に載っているが参加できなかった国＞ 

• Mauritius Winners of the National Coubertin Award orga

 

＜

・Zambia 

・Congo 

  

ーストラリアは、国内の州ごとに開かれるクーベルタン・アワードの優秀受賞者が派遣され、8 つの州からの選

抜

が誇らしげに参加していた。ここは、クーベルタ

ン

け表記さ

れ

加だった。理由はわからない。ザンビアとコンゴは、名簿には載っていたが参加で

き

オ

なので8名が参加した。また、候補者が参加できなくなったなどの理由で、イタリアは5名、エストニアは6名

と、フルメンバーで参加できないところもいくつかあった。 

今回もイングランドからは、ウィリアム・ブルックス・スクール

がオリンピック復興のヒントを得た「ウェンロック・オリンピック」を行っている町の学校で、その大会を始め

た医師ウィリアム・ペニー・ブルックスの名前が学校名になっている。2012年ロンドンオリンピックのマスコット

の名前は「ウェンロック君」だったが、こういうところにオリンピックのレガシーが刻まれている。 

オブザーバースクールは2名の生徒と1名の教師。前回大会で本校は「Senior High School at Otsuka」とだ

ており、筑波大との関係も東京にあることもわからない、不親切なものだったが、今回は学校名の英文表記をこ

のように変えてもらった。 

モーリシャスは1 日遅れての参

なかった。ビザの関係とも聞いたが、ケニアの先生は「費用の問題」を指摘していた。開催地での滞在費はCIPC



持ちだが、往復の渡航費は参加者の負担となる（本校の場合は筑波大学の事業として派遣されるので、生徒本人の

負担はない）。ザンビアやコンゴが参加できなかったのは、渡航費が捻出できなかったからだというものである。 

ケニアもずっとオブザーバーの2名参加だが「7名を派遣するだけの予算がない」というのが一つの理由とのこと。

9 
 

ま

．主なプログラムとスケジュール 

ぞ

分間の学校紹介と

ス 、

うちはかなりタイトで、後半にゆとりがあった。大雑把には次の通りです。 

夜の9時ごろ。ホテルへチェックイン 

◆

（於Hakons Hall） 

ﾞﾑとｸｰﾍﾞﾙﾀﾝ）→ バナー作成＆ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ博物館→ 歓迎ﾊﾟｰﾃｨ 

◆

小屋建て＆迷路→ 集合写真（ｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ台付近） 

◆

知識ﾃｽﾄ → グループ討議② → ｱｰﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ準備 

ーリング → アートパフォーマンス 

た、CIPC としてはクーベルタンスクール（つまり学校名にクーベルタンの名前を冠する学校）を増やしたいよ

うだが、「ケニアの学校名にヨーロッパ人の名前を付けるのはあり得ない。植民地時代に逆戻りだ」とのこと。彼

の学校はキプケイノ・スクール。「キプチョゲケイノさんというメキシコオリンピックでケニア人として初めて金

メダルを獲得した方が創設した学校であり、今でもオリンピック教育を授業の中で実施しています」（岸卓巨氏の

ブログより）。 

 

４

 右のスライドのとおり。 

 社会貢献活動は、参加者がそれ

れの国で事前に行うもので、校長先

生の証明書を持参する。スポーツ指

導などのボランティアが多いが、本

校からの参加者は干潟の清掃や近所

の農家の手伝いをした。今回のトピ

ックである「環境問題」に関連させ

る試みだった。 

 前回大会では 5

7 分間のアート・パフォーマンスが

すべての学校に課され、特に 2 名の

オブザーバースクールにとっては大

きな負担だったが、今回は学校紹介

の代わりに参加者名簿が配られ、ア

ート・パフォーマンスはクーベルタン

自分たちの国の文化やスポーツを表現するパフォーマンスを披露することとなった。本校生は剣道の型を披露する

こととし、準備を進めた。 

クールのみに課せられた。オブザーバースクールはミニエキスポの中で

 スケジュールは、はじめの

◆8/9（金）成田～コペンハーゲン～オスロ 

約15時間の移動でオスロ市外に着いたのは

8/10（土） オスロ観光 → リレハンメルへ 

 簡易ゲームでリラックス 

◆8/11（日） リレハンメル

開会式→ 講義（ﾉﾙｳｪｰの自然と生活／ｵﾘﾝﾋﾟｽ

8/12（月） リレハンメル（於Olympic Venue等） 

カーリング→ ボブスレー＆ｱｰﾁｪﾘｰ＆射撃＆積木＆

→ グループ討議①→ ミニエキスポ&バーベキュー＜雨＞ 

8/13（火） ガウスダール（於クーベルタンスクール） 

 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ（50m水泳or100m走or砲丸投or走幅跳 → 

◆8/14（水） ガウスダール（於クーベルタンスクール） 

 クロスカントリー → グループ討議③ → オリエンテ

◆8/15（木） ガウスダール山国立公園（Kittilbu） 
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品） → 野外活動（カヌーor干草集めor火起こし） 

グ → ディナー 

 

投げor ｱｲｽﾚｯｼﾞﾎｯｹｰ or卓球orボッチャor空手） 

ロ市内観光 

ブル発生。出発は14：30過ぎでｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ着は15：40頃 

ハーゲン 

 人魚姫 

代を少しだけみる 

けて出発！ 

会決勝だったが… 自宅で休養後… 

9回大会の実際 

告では略 → サロン2002オフィシャルサイト参照） 

 

 

 伝統文化体験（狩猟・採集or鉄器or博物館or乳製

 → バーベキュー（ムースの蒸し焼き） →ダンスパーティ 

◆8/16（金） リレハンメル市街 

 ダンスパフォーマンス → ショッピン

◆8/17（土） リレハンメル＆ガウスダール 

 ノルウェーのスポーツに関する講義（教師）

 →パラリンピック種目等の体験（ｱｲﾏｽｸﾗﾝ＆槍

 → クロージングセレモニー → フェアウェルディナー（教師は山の上の別荘で懇親会） 

◆8/18（日）AM1：00頃 第一陣出発 

 AM5：00頃第二陣（我々含む）出発 

 AM6：30頃 オスロ空港着 → オス

 13：45発（14：55 ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ着）予定だったがトラ

 15：45発成田行きには間に合わず！もう1泊することに！ 

 18：00 ホテル着 

◆8/19（月） コペン

 8：00～ 

 11：00頃

 12：00過ぎ 衛兵交

 13：00頃 空港着 

 15：45発 成田へ向

◆8/20（火） 機内～成田～都内 

 9：00過ぎ 成田着 

 10：30過ぎ 解散 

  高校選手権地区大

 18：00 大修館書店にて「体罰」問題の座談会 

 20：00過ぎ 懇親会  

 

 

Ⅲ．第

（本報

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．生徒の感想
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、

文化や歴史、今まで知らなかったスポーツのこと、他国の文化、他国の人とどう意

志

、身振りや態度などで自分の意志をうまく伝える方法も身に

つ

り合いであったかのように話をしていたことに驚いたのを今でも鮮明に覚えています。日本人がシ

ャ

出来てわらえるほどになりました。 

思い出です。また、世界各地に友

達 また非常に素晴らしい体験とな

っ

◆

怒涛のように過ぎたあっという間の１週間だった。「オリンピック」というたった1つの言葉から、こんなにもた

驚いている。今回の活動を通じ、純粋に自分はオリンピック、スポーツが好きなの

だ

がスタート時点であるのだ。 

今後生きる上での

糧

 

 2011年の北京大会に初めて参加したときは、スライドにあるように、オリンピック教育がどういうものなのかと

◆加納時定（高校2年生）

私は今回このユースフォーラムに参加して、多くのことを学びました。オリンピックの知識はもちろんのこと

それだけでなく、ノルウェーの

疎通をはかるのかということなどを学びました。 

最初は他国の人の英語力に驚きうまくやっていけるか心配でした。しかし、毎日一緒に生活していく中で段々と

なれてきて、英語の表現力も上がり、それだけでなく

けました。 

フォーラムの中で私が一番刺激を受けたことは、外国の人のコミュニケーション能力の高さです。到着した当日

皆がもともと知

イなのだということを実感しました。 

それと同時にこの中で一週間やっていかないと行けないという意識から自然と私もオープンになっていき、最後

のほうには知らない人とでもしっかり話が

これは自分にとってとても大きな変化であり、今後の力になると思いました。 

フォーラムの一週間は私にとってこれ以上ないほどの刺激であり、素晴らしい

ができて、彼らと今でもメールやフェイスブックでつながることができ、それも

ています。 

これからも連絡をとりつづけいつか会える日を楽しみにしています。（2013年8月31日）  

 

皆川宥子（高校3年生） 

くさんの分野へと派生した様に

ということをひしひしと実感できた。その場その場でなすべき課題を必死にこなしてきた訳だが、不思議と嫌だ

と思うことはなく、むしろ回数を重ねるにつれてもっとここを追究したいという向上心が芽生え、自ら調べ納得す

るという癖がついた。この探究心の獲得が今回のフォーラムを通して得られた1つの要であろう。あるものを与え

られたらただ受け身になるのではなく、それをバネに自らをもっともっと飛躍させることができる人になりたいと

思った。様々なプログラムを通す中でクーベルタンアワードを「とれたらよいな」から「絶対にとりたい」と自分

の中で起こった心境変化はまさにその一例ではないだろうか。 

さらに世界の高校生と比べ、自分には自己主張がかけていると察した。いくら自分の中に明確で強い意志があっ

ても、相手に伝わらなければ何も始まらない。相手に伝えること

参加資格を頂いてから約9か月をかけ準備をしてきたあれこれ。あの一週間のためにすべて行ってきたのか？と

考え直してみるとどうやら違う気がする。積み重ねてきたことは今回のフォーラムに留まらず、

となること間違いない。フォーラムで得た各国の友達、異文化の新鮮さ、スポーツの素晴らしさ…決して色あせ

ることのない一生モノの大きな何かをつかんだ気がする。（2013年9月9日） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．参加して感じたこと、考えたこと（中塚義実）
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ではすでにやっていることだと感じ

感じた。 

がで

まってくるので、委員会と

し

。

であ

ル・

がそうだし、津田塾も…。いくつかある。 

名

リア型のフォーラムである。 

 

いうこと、そして各国でどのように為されているかがある程度わかった。日本

たので、「オリンピック教育」と改めて言う必要があるのかということも

そして「今後へ向けて」として、国際交流事業にどう取り組むか、オリンピック教育をどう捉える、日本での、

日本からのオリンピック教育をどう捉えるかということを考え始めたのが前回であった。 

 

今回は、もう一歩踏み込んで考えた。つまり、日本で何

 クーベルタンスクールが

きるかということである。 

集

てはおそらくクーベルタ

ンスクールを増やしたいの

だろう。しかしはっきり言っ

て、日本において、歴史と伝

統がある学校がいまさら西

欧人の名前を学校名に関す

ることは考えにくい。 

 ケニアからは「キプケイ

ノ・スクール」が毎回オブザ

ーバーとして参加している

もう5回目ぐらいになる。ケ

ニアのロジャー先生曰く「ア

フリカはヨーロッパ人に統

治されていた側。ヨーロッパ

人の名前を学校名に入れる

のは考えられない」とのこと

感じた。 

った。次回は7人のチームで来たいと言っていたが…。それぞれに事情があると

筑波大学附属高校」になるのは考えられない。あるとするなら「嘉納治五郎スク本校が「クーベルタンスクー

ール」だろうか。しかしそもそも、人物名を学校名に入れること自体、わが国にはあまりないのでは…、と思った

ら、十文字

称はともかく、クーベルタンの思想、それは嘉納治五郎の思想でもあるが、それは広げていきたい。2020年まで

の7年間だけでなく、これからもずっと続けていきたい。そのために、国内向けのユースフォーラムはできないだ

ろうかと考えた。国内の高校生を対象にした、オーストラ



13 
 

も

か

、スポー

7日以降、

」するのか？ 

ってい

な ク

究

 

 

．本フォーラムの財政的基盤 

う一つ考えたのは、日本人の可能性と課題である。シャイなのは語学力のせいだけではない。国内にあっても、

他校の生徒と交流する機会はあまりないのではないか。高校生は自分の殻の中に閉じているばかりで、外に行くチ

ャンスが少ないのではないか。だ

らこそ、国内版のユースフォー

ラムには意義がある。 

 今後へ向けて考えたことは右の

スライドのとおり。 

 現状認識として、まず

ツ界の改革は「待ったなし」の状

況にあり、加えて9月

スポーツ界には「追い風」が吹い

ている。 

「いつやるの？ いまでしょ！」 

という感じである。では、「誰が、

いつ、何を

JOA（日本オリンピックアカデミ

ー）、JOC（日本オリンピック委員

会）とはいまのところ関わ

い。CORE（筑波大学オリンピッ

長として深く関わっており、全国研

やっていきたい。 

教育プラットフォーム）には運営委員として、高体連には研究部活性化委員

大会での提言など、いろんなことができそうである。各機関でできることは

そしてそれらのつなぎ目の役割を、法人化したサロン2002が担うことができるのではないだろうか。 

 このあたりを踏まえて、全体で議論していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．ディスカッション

１
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るのか？ 

塚：個人負担はない。現地での滞在費・活動費はクーベルタン委員会持ちで、交通費は本校の場合、筑波大学が

参加できなかったのは、交通費問題があったからだということをケニ

の先生が言っていた。 

白

 

塚 2人だとできないことがある。アートパフォーマンスなど。ある程度人数がいないと勢いがつかない 

髭：7人参加の国と地域は？ 

塚：クーベルタンスクールは原則として7人。ただしオーストラリアは各州の代表で8人。ほかにも欠員が出て

ジアからは北京四中が唯一のクーベルタンスクールとして7人で来ていた。 

 

原：そこまでは出ない 

髭：JOAは2人までは航空運賃の補助が出る。ユースフォーラムも出せそうな気はするが… 

塚：若干補助が出たというような話も聞いたけど… 

原：経済的に厳しい国に対して若干補助をすることはある。前回は北京だったので、ヨーロッパの貧しい国で毎

図ったと聞いている。IOCがスポンサーなので、IOCがか

りサポートをして運営できている。 

白

い いてみたら、「要するに、きたなく集めてきれいに使うことじゃない

？」と（笑）。その話を猪谷千春さんにしたら、すごく嫌な顔をされた（笑）。貧乏な国に多く出してあげるなど、

 

中

ろ なる。 

ら って地域住民の協力がものすごくあった。そういうことができると

担が少なくて済むのだろう。 

落

 

原：公表はされていない。開催国の事情もある。今回は物価が非常に高く、宿泊費が相当大変だった。その中で

 

名方：個人負担はどれくらいにな

 

中

出してくれている。コンゴやザンビアが今回

ア

 

髭：7人組で参加するメリットは？ 

中

 

白

 

中

6人や5人のところはあった。ア

 

白髭：往復の運賃への補助はないのか？ 

田

 

白

 

中

 

田

回来てくれているところに対して、補助を出して便宜を

な

 

髭：ちょうど僕が IOAセミナーに出たころ、オリンピックソリダリティという話がさかんに出て、そんな言葉聞

たことがなかったのでどんなことかを聞

の

そういう補助も出ている。 

塚：主催校はどれぐらいの持ち出しになるのか？ クーベルタン委員会が出してくれるとは思うが、実際のとこ

どの程度の負担があるのかが気に

 

田原：持ち出しはあるだろう。今回はスポンサーも数多く集めていた。全員に支給されたリュックはスポンサーか

の提供であった。今回の場合、これまでと違

負

 

合：全体の予算規模はどうなっているのか？ 公表されているのか？ 

田
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ほしいけど、人数が増えてしまうと経済

に厳しくてやれなくなるというジレンマがあった。 

中

 

．オリンピズムを広げていくには－参加国の拡大と参加者の選考 

合：全体の参加国は増えているのか？ 

原：増えている。よいことではあるが、参加人数が増えると必要経費が増えてくる。マイクロバスが1台でよか

オリンピック大会と同じで無限に広げるわけにはいかない。 

 

原：いま模索状態。かといって IOAのように各国から参加者2名というような限定は絶対にしたくない。できれ

いという話はしている。日本の参加に関しても、「次はフルメンバーで来

よ」とよく言ってもらっている。単独校では難しくても、合同チームもあり得るし、オーストラリアの例もある。

オ

日

で

 

中

の 年はスロバキアでの開催だが、でき

ば次回からは 7 人のフルメンバー、それも国内版ユースフォーラムを経験したメンバーで行きたい。とすると、

 

白

 

塚：総合的に判断した。しかし実際のところ8月末のこの時期は、高校3年生にとっては受験勉強のまっただ中

ら正月の高校選手権予選と重

る。だから、こういうことに興味を持つ子が応募しにくいという事情はある。ちなみに次回のスロバキア大会は

な

し

し

 

落

ど

と やしていきたいと思いつつ、今回は経費面でストップをかけられたこともあり、これからもう少

普及活動に取り組んでいきたい。 

本当にやれるのかというところがあった。新しい国・学校にも入って来て

的

 

塚：全体の会計報告が委員会の中で出てくるのであればぜひ見せていただきたい。 

２

 

落

 

田

ったのが3台になってくると運営も大変。

 

落合：どこまで広げていくのだろう。 

田

ば学校単位での高校生交流にしていきた

い

日本でのクーベルタン賞を実施して、オリンピックの理念にかなった人を学校から選んでいくことをしていけば、

リンピズムも広がっていくだろう。一つの学校だけがクーベルタンスクールになってがんばってやっていっても

本全体に広がらない。一方で広げていきながら、よい生徒を選抜していくのがよいのではないか。そういう意味

、国内版のユースフォーラムがよいのではないかと思う。 

塚：私の中では、国内版ユースフォーラムの実施には勝手に日付を入れている。2020年が東京オリンピック。そ

翌年、または前年の国際ユースフォーラムは日本でやりたい。次回の 2015

れ

来年あたりから国内版ユースフォーラムをやっておく必要がある。早すぎますかね（笑） 

髭：筑波大学附属高校では5人が立候補して2人が選ばれている。その理由は？ 

中

で、高校2年生も各運動部の大会等にあたることが多い。たとえばサッカー部だった

な

2015年9月の開催。ここのところ2回続けて8月開催だったので、いろんな国にとって夏休み期間だった。日本的

感覚だと、夏休みだから教師も引率がしやすくて参加しやすいとなるけど、たとえばフランスは2回続けて参加

なかった。夜のティーチャーズミーティングで出ていた話だが、フランスの先生は「夏休みはバカンスで仕事は

ない。9月で学校が始まってからでないと参加しない」と言っているそうだ（笑）。発想が違う。 

合：国内でフォーラムをやるのはいいが、その次にいきなり世界に持っていかないで、アジアでやるというのは

うだろう。 

 

田原：アジアは普及が遅れている地域の一つ。中国は北京オリンピックがあったから参加するようになった。もっ

もっと参加を増

し
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白

 

原：州レベルで、各州のオリンピックカウンシルが毎年高校生を対象にしたクーベルタン賞を出している。一つ

候補として推薦し、オリンピックカウンシルが条件を満たして

るかをチェックし、満たしていれば候補者すべてにクーベルタン賞が与えられる。クイーンズランド州での選考

よ

以

れ

こ

あ

先

ラ

 

嶋

そ だが、体育の先生は、体育理論をどうやった

いいのか困っている。けどやらなければならない。モデルがあれば広がっていく可能性があると思った。 

名

今

てきたものを発揮できるのではないか。今年、私も小さいながら、シンガポールに小中学生を1週間連れて行っ

の

け

 

３

 

木：国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムの主催者は？ 

原：国際ピエール・ド・クーベルタン委員会。 

木：それはどのような組織なのか？ 委員はどうやって選ばれるのか？ 

原：会員制組織で、クーベルタンの思想を研究したり、教育・普及したりする国際機関。希望すれば誰でも会員

ど 笑）。 

クーベルタン委員会はこれ以外にほかの仕事もやっているのか？ 

田 開いたり、クーベルタンの紹介 DVD を作ったりして

い 0 年の今年、もっと使ってもらいやすいよう

 

髭：オーストラリアは、国が予選をやるのか？ 

田

の学校で一人、クーベルタン賞にふさわしい生徒を

い

と授賞式をみたことがあるが、その年の受賞者は200人ほどになった。そこでの条件は、オリンピズムを表現する

うな芸術作品の提出（文学でも音楽でもいい）、オーストラリアで盛んな3つのスポーツをやっていること、2つ

上の競技で学校を代表して対外試合に出場した経験があること、そして人物評価などのチェック項目があり、そ

らを満たしていれば学校から推薦される。この賞によって学校の中での体育の地位がものすごく上がったという

とを聞いた。それまで体育は、他の教科に比べて少し低く見られてしまうところがあったが、クーベルタン賞が

って、体育やスポーツでバランスよく人間を育てていくということが前面に出たことで体育が評価され、体育の

生の地位も上がった。オーストラリアはそういう方式で、各州から代表する生徒を一人ずつ決めて、国際フォー

ムに参加するという方式をとっている。 

崎：いまの話を伺っていて思ったのは、学習指導要領の改訂で体育理論を中高でやらなければならなくなった。

ういうのも使ってできればいいのではないか。うちの学校でもそう

ら

 

方：サロンの一つの活動として、ユースフォーラムの開催はおもしろいと思った。サロンはいろんな人の集まり。

回いいなと思ったのは、世界からいろんな人が集まり、スポーツもやるし勉強もする。サロンがこれまで積み上

げ

た。その中で、「アジアン・グラスルーツ・ラウンドテーブル」と銘打って、シンガポール大学と現地企業と日本

学生を交えてディスカッションの場を設けた。日本から、サロンが発信して、アジアのネットワークを作ってい

ばよいのではないか。協力できることはやりたい。分科会があれば一つぐらいは手を挙げます。 

．国際ピエール・ド・クーベルタン委員会とは 

牛

 

田

 

牛

 

田

になれる。推薦者は必要。理事は投票による。 

 

牛木：オリンピックという名称は、スポンサーの関係で今後ますます使いづらくなってくる。ではクーベルタンは

うなのか。嘉納治五郎を商標登録したらどうか（

 

原：クーベルタン関係の出版物を出したりシンポジウムを

る。以前作ったものは 50 分ぐらいだったが、クーベルタン生誕 15
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30分ぐらいに編集してリニューアルした。日本語版も作った。 

牛

 

原：本部はローザンヌにある。IOCとは密接な関係にある。ユースフォーラムの閉会式には毎回 IOC会長からの

もある。しかし IOC の組織の一部ではない。独立し

いる。1975年にできた。サマランチより前にできている。 

名

 

木：使えない。特に日本は頭が固い。ワールドカップのときにパブリックビューイングを新潟スタジアムでやろ

き下がったが、ドイツでは

訟になり、ワールドカップの方が負けた。ワールドカップは普通名詞なので商標登録できない。いまは「FIFAワ

 

カ

一 るかというと、中塚さんがなにかやるようなときに、オリンピック

 

田

っ

 

．参加生徒にとってのユースフォーラム 

大 でどのような進路をたどっていったのかに興味がある。期待をされて行っ

のだと思うが、行ってみてどういう変化があったのか。先日、文化祭にお邪魔させてもらったときに、国際交流

んでいることがわかった。その中で。クーベルタンスユースフ

ーラムに行った生徒は、行った成果をどのように生かせているのかが大きなことだと感じた。生徒の感想を読ん

致

力

 

中

ポ

事 になったので僕も引率で行った。当時の日本からの参加者、例えば麻布の生徒や

ちの生徒はみな東大志向。けどそこに集まっているアジア各国のリーダーの卵たちは、それぞれの国のトップス

触

た

何

に

 

木：委員会の本部はどこにあるのか？ IOCとの関係は？ 

田

メッセージが代読される詩、総会に IOC 会長が来られたこと

て

 

方：オリンピックという名称は全部ブランドとして登録されていて使えないのか？ 

牛

うとしたが、ワールドカップという言葉を使ってはならないと言われた。そのときは引

訴

ールドカップ」として登録されている。 

「オリンピック」も訴訟にしたら IOCが負けるかもしれない。しかし日本ではそのようなことはしない。アメリ

ならするかもしれないが。オリンピックという名称は、オリンピックのスポンサーになっているところの一業種

社でしか使えない。なぜこういうことを考え

の名前は使わない方がいい。だけどどうやってお金を集めるか。クーベルタンが使えるのならできるのではないか。 

原：国際ユースフォーラムに参加していくというルートがあれば使えるだろう。つながっているということがは

きりしていれば許可されるはず。 

４

 

林：参加した生徒たちが、終わった後

た

事業の展示をみた。非常に活発に国際事業に取り組

ォ

でいると、主体的に考える能力や多様性の理解ということが書かれている。これは「グローバル人材の育成」と一

している。そういったいまの流れを意識しながら、具体的なプログラムとしてやっていけると、他に対する説得

も増すと思う。 

塚：いまでこそうちの学校でも国際交流事業をいろいろやっているが、そのはじまりは 2006 年のこと。シンガ

ールの学校（ホワチョン校）が、アジアのリーダーズサミットを主催し始めて、うちも呼んでもらった。その行

に担任クラスの生徒が行くこと

う

クールなどは考えておらず、ハーバードやケンブリッジに行って世界に飛び出すことを考えている。そういうのに

れて、日本の生徒は刺激を受けた。僕が担任していた生徒は京大に受かったけど半年でやめてハーバードに行っ

。いまそこの大学院にいる。というぐらいの意識変化、視野の広がりはある。国際交流事業にかかわった者には

らかの変化がある。 

ではクーベルタンのユースフォーラムにかかわった者はどうかというと、まだ事例が少ない。最初に行った二人

のうちの一人は筑波大学の体育に行きたかったけど、筑波大がとってくれなかった。いま日本女子体育大学でダ

ンスやっている。先日の文化祭で来校したときに、「2020 年のオリンピックで絶対ボランティアをやります！」
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クのことがあるのだろう。筑波の大学院に行ってくれればいいのだが。

 

田

合

 

．世界への広がりとグローバル化 

牛 来ていないが、北米や中南米は参加しないのか？ 

。前回は来ていたが、今回は来ていない。 

の人、とくにドイツの

の意識が支配しているということ。日本チームはすごく好まれているのを感じる。考えていることも近いし、き

か（笑）、あまり好ま

ていないのではないかと感じる。前回の北京のとき、ギリシャからは別の学校が来ていたが、自分たちのスケジ

 

 

田

づ

れ

で

 

木：ご苦労さまでした。私も今日はじめて中塚さんから報告を聞いて（笑）、いいものだと思いました。これを

大
 

 

：どういう方策があるかはわからないけど、夢を語るのはよいことです。どうもありがとうございました。 

と言っていた。頭の片隅にはオリンピッ

もう一人の子はいま早稲田大に通っている。今回も準備段階からその二人に来てほしかったけど、部活やバイト

でなかなかか時間が合わなかったのが残念。 

原：国際高校の生徒さんで、ドイツの生徒さんと仲良くなって、文通し、お互いに行き来して家族ぐるみの付き

いが続いているケースはあった。 

５

 

木：参加国をみるとアメリカ大陸から

 

田原：メキシコにクーベルタンスクールがある

 

中塚：広げていくことの弊害の話があったが、2 回参加してすごく感じるのは、ヨーロッパ

人

っちりしているし。その一方で、ディスカッションのときに離れていくギリシアの人たちと

れ

ュールで動いているような感じがあり、委員会からは問題視されているように感じた。 

ワールドカップは、あるいはサッカーは、異質なものをどんどん受け入れて、一方でぐちゃぐちゃになりながら

グローバルなものになっているけど、オリンピックはやっぱり上流階級の、偉い人たちの、高尚なものにとどま

っているように感じる。その純粋さがはすごくいいことだろうけど、たとえば植民地として支配されていた側の

目線にはなかなか降りてこない。高尚な、そういう意味で限界のようなものも少し感じている。

原：無意識のうちにヨーロッパ中心主義が色濃く残っているのかもしれない。それが違う文化圏からみると、気

いたり、やり方が違うと感じるかもしれない。もっといろんな国、文化圏から入っていくと変わっていくかもし

ない。これからだろう。 

 

中塚：ということで、予定の9時を過ぎました。このあと場所を変えて続きをやりたいと思いますが、そんなわけ

副校長、報告をさせていただきました（笑）。では最後に一言。 

妻

日本で広げていくのは、大事だと思うけどなかなか大変。オーストラリアが州ごとにやっていると。予選だけでも

変でしょうね。 
 

田原：オーストラリアでは本当に大々的にやっていて、日本で言えば文部大臣やオリンピック委員会の役員、オリ

ンピアンも来るといったところです。 

妻木

続きは「ルン」で… 


